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規制区域図にかかる M-GIS の操作方法 

 

１ 県 HP から M-GIS をダウンロードします 

http://www.pref.mie.lg.jp/m-gis/index.htm 

※M-GIS の初期設定、背景地図の設定方法は上記リンク先で確認してください。 

 

２ 県 HP から規制区域図(メッシュデータと座標データ)をダウンロードします 

http://www.pref.mie.lg.jp/KENCHIKU/HP/m0168200178.htm 

 

  

赤枠内の文字をクリック デスクトップ等に保存 

M-GIS と背景地図の両方を 

ダウンロードする 
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３ M-GIS にメッシュデータを読み込ませます 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４ 手順３を繰り返し、座標データも M-GIS へ読み込ませます  

⑤インポートをクリック 

③ここではメッシュデータを選択 

④「開く」をクリック 

①「ファイル」をクリック 

②「空間コンテンツインポート」 

をクリック 
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５ M-GIS に規制区域が表示されます 

※表示されるのは宅地造成等工事規制区域（宅造区域）のみです。白地は全て特定盛土

等規制区域（特盛区域）になります。 

 

 

※マウスのスクロールで地図の拡大縮小が可能です。（最大まで拡大した図） 
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６ 宅造区域の境界位置を知りたい場合 

 

 

７ レイヤ管理から、M-GIS に取り込んだ座標データを表示します 

 

  

例えば、このラインの

位置(座標)が知りたい 

②座標とメッシュ両方のレイヤ

にチェックを入れる 

①レイヤ管理をクリック 

③ＯＫをクリック 
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８ メッシュデータと座標データのレイヤが重ねて表示されます 

 

 

９ 知りたいポイントをダブルクリックすると座標が表示されます 

 

 

 

ポイントを 

ダブルクリック 


